
進
む
市
史
編
さ
ん

進
む
市
史
編
さ
ん

現
在
市
は
、
可
児
市
史
第
２
巻
（
８
月
発
刊
予
定
）
と
第
３
巻
（
秋
ご
ろ
発
刊
予
定
）
の
予
約
注
文
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
今
回
発
刊
す
る
可
児
市
史
は
ど
ち
ら
も
「
通
史
編
」
で
、
可
児
市
の
歴
史
の
う
ち
古
代
か
ら
平
成
17
年
の

兼
山
町
と
の
合
併
ま
で
を
記
述
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
一
足
先
に
、
そ
の
構
成
と
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

図
や
写
真
、
表
を
多
く
用
い
、
わ
か
り
や

す
く
、
読
み
や
す
く
し
ま
し
た
。
ま
た
、
２

巻
に
は
カ
ラ
ー
の
美
し
い
絵
図
編
を
、
３
巻

に
は
見
て
楽
し
い
カ
ラ
ー
の
可
児
市
年
表
を

別
冊
と
し
て
付
け
ま
し
た
。

○
古
代
で
は
、
泳
宮
の
伝
承
や
律
令
制
下
の

可
児
の
郡
や
郷
な
ど
に
つ
い
て
、
文
献
資

料
と
と
も
に
最
新
の
発
掘
資
料
か
ら
考
え

て
い
ま
す
。

○
中
世
で
は
、
市
域
に
存
在
し
た
荘
園
や
可

児
地
域
周
辺
の
戦
国
武
将
の
動
向
に
つ
い

て
、
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。

○
江
戸
時
代
で
は
、
久
々
利
村
を
本
拠
地
と

し
た
千
村
氏
や
、
同
村
の
領
主
山
村
氏
に

つ
い
て
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
史
料
を
も

と
に
詳
し
く
記
述
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
学
問
や
文
化
、
山
や
川
を
巧
み

に
利
用
し
て
暮
ら
し
た
人
々
の
生
活
、
寺

社
、
交
通
と
い
っ
た
分
野
に
つ
い
て
も
記

述
し
て
い
ま
す
。

別
冊
絵
図
編

可
児
市
に
関
わ
る
江
戸
時
代
の
絵
図
35
点

を
、
カ
ラ
ー
写
真
で
掲
載
し
ま
す
。
絵
図
に

描
か
れ
た
風
景
と
現
在
を
比
べ
て
見
る
の
も

楽
し
い
も
の
で
す
。

可
児
市
史
第
２
巻
・
第
３
巻
の
予
約
受
付
中

【
内
容
と
構
成
】

第
１
部　

古
代
・
中
世

１
章　

古
代
国
家
の
形
成
と
可
児
地
域

２
章　

律
令
制
下
の
可
児
郡
と
そ
の
変
容

３
章　

中
世
可
児
地
域
の
荘
園
・
公
領

４
章　

武
士
政
権
の
誕
生

５
章　

土
岐
・
斎
藤
氏
の
興
隆

６
章　

戦
国
動
乱
の
世

７
章　

中
世
の
宗
教
文
化

８
章　

中
世
の
産
業

第
２
部　

近
世

１
章　

近
世
社
会
の
成
立
と
領
主

可
児
市
史
第
２
巻　
通
史
編

 

古
代
・
中
世
・
近
世

２
章　

領
主
に
よ
る
村
支
配

３
章　

千
村
氏
と
山
村
氏

４
章　

学
問
と
文
化

５
章　

村
人
と
暮
ら
し

６
章　

自
然
の
利
用
に
み
る
地
域
社
会

７
章　

近
世
寺
社
と
地
域
社
会

８
章　

街
道
交
通
と
水
運

９
章　

変
容
す
る
村
々
と
領
主
の
対
応

10
章　

幕
末
維
新
期
の
社
会
情
勢

巻
末
付
録

小
字
一
覧
・
村
の
変
遷
・
神
社
合
祀
変

遷
表
・
年
表
な
ど

発
刊
に
向
け
て

 

編
集
も
大
詰
め

下切村絵図（下切区資料）

千村重長画像
（木曽古文書歴史館所蔵）

第２巻のイメージ
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近
代
で
は
、
初
め
に
明
治
維
新
期
の
村
と

人
々
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
ま
し
た
。

「
村
の
中
の
御
一
新
」
は
ど
う
進
ん
だ
の

か
、
そ
し
て
明
治
か
ら
大
正
期
、
さ
ら
に
戦

前
の
地
方
行
政
や
可
児
の
人
々
の
暮
ら
し
は

ど
う
で
あ
っ
た
の
か
を
、
史
料
を
も
と
に
紹

介
し
ま
す
。

可
児
市
域
は
、
昭
和
40
年
代
に
大
き
な
変

貌
を
遂
げ
ま
し
た
。
人
口
が
急
増
し
都
市
化

が
進
み
、
農
村
か
ら
文
化
都
市
へ
と
変
わ
っ

た
の
で
す
。
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
た
市
域

の
現
代
史
に
つ
い
て
、
豊
富
な
デ
ー
タ
を
も

と
に
記
述
し
ま
し
た
。

可
児
市
近
・
現
代
歴
史
年
表

本
文
で
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
細
か
な

出
来
事
を
網
羅
し
た
年
表
で
、
市
内
の
出
来

事
に
つ
い
て
詳
し
く
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
写
真
や
資
料
も
随
所
に
取
り
入
れ
、
見

て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
年
表
で
す
。

市
史
編
さ
ん
室
へ
電
話
ま
た
は
電
子
メ
ー

ル
（s

is
ih
e
n
s
a
n
@
c
ity.k

a
n
i.lg
.jp

）

の
ど
ち
ら
か
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

第
３
巻
の
申
込

広
報
か
に
８
月
15
日
号
に
折
り
込
み
予
定

の
予
約
申
し
込
み
は
が
き
（
切
手
不
要
）
を

ご
利
用
い
た
だ
く
か
、
市
史
編
さ
ん
室
に
電

話
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

価
格
と
体
裁

○
可
児
市
史
第
２
巻　

通
史
編

 

古
代
・
中
世
・
近
世

・
Ｂ
５
判
・
約
８
０
０
ペ
ー
ジ

・
別
冊　

絵
図
編
（
カ
ラ
ー
）

・
価
格　

３
５
０
０
円
（
税
込
）

○
可
児
市
史
第
３
巻　

通
史
編　

 

近
・
現
代

・
Ｂ
５
判
・
約
８
０
０
ペ
ー
ジ

・
別
冊　

近
・
現
代
歴
史
年
表
（
カ
ラ
ー
）

・
価
格　

３
５
０
０
円
（
税
込
）

申
込
・
問
合
先　
市
史
編
さ
ん
室　

【
内
容
と
構
成
】

１
章　

明
治
維
新
期
の
可
児

２
章　

近
代
社
会
の
形
成

３
章　

近
代
社
会
の
確
立

４
章　

近
代
社
会
の
展
開

５
章　

満
州
事
変
か
ら
太
平
洋
戦
争
へ

６
章　

戦
後
改
革
と
復
興

７
章　

可
児
町
の
誕
生

８
章　

人
口
の
急
増
と
丘
陵
地
の
新
た
な
開
発

９
章　

可
児
市
の
誕
生　

終
章　

新
し
い
可
児
市
を
目
指
し
て

巻
末
付
録

市
町
村
の
合
併
変
遷
図
・
公
職
者
一
覧
・

学
校
変
遷
表
・
役
場
組
織
変
遷
図

別
冊　

可
児
市
近
・
現
代
歴
史
年
表

可
児
市
史
第
３
巻　
通
史
編

 

近
・
現
代

第３巻のイメージ

市制記念パレードの様子（昭和 57年）

可
児
市
史
第
２
巻

 

第
３
巻
の
予
約
方
法

広見の町並み（昭和 29年）

第
２
巻
の
申
込

現
在
予
約
申
込
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
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